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［要旨］北半球の成層圏大気中のオゾン分布は、太陽放射の変化による直接的影響に加え、冬季

に卓越する東西風偏差が太陽放射変動に関連して変化したことによる間接的な影響を受ける。冬

季における太陽放射の影響を、東西風偏差で特徴づけられる北極振動という立場で評価すること

を試みた。NCEP/NCAR再解析データを用いた解析的な研究の結果、初冬では太陽活動の違いによ

る対流圏下層の transientな擾乱の違いが北極振動の鉛直構造に重要な役割を果たすことが示唆さ

れた。中緯度成層圏における東西風の変調がdownward control（下方をコントロールする）という

メカニズムを通して、赤道域下部成層圏における下降流を引き起こし、オゾンが増加しているこ

とを見出した。太陽放射最大および最小条件の太陽放射固定実験の差から季節変化を調べてみる

と、東西風のアノマリーが極振動に対応していることが示唆され、さらにその影響が子午面循環

を通して太陽放射に伴う赤道域下部成層圏の温度（オゾン）アノマリーに連携していることを見

出した。 

成層圏オゾンの変動の対流圏への影響として、北半球下部成層圏での夏季のオゾンの増加と相

関の良い対流圏循環偏差を見出し、また化学気候モデルを用いた感度試験においてもオゾン増加

に対する対流圏循環の応答があることを見出した。また今後期待されるオゾンホールの縮小によ

り、南半球成層圏の高緯度の偏西風の弱化が認められ、その影響が対流圏にまで及ぶことを数値

実験から見出した。 
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１．はじめに  

成層圏オゾンの濃度や分布はオゾン層破壊物質をはじめとする化学物質濃度だけでなく、太陽

活動や火山活動、更には対流圏の大気場の変動等の影響を受けて変動する。一方、太陽短波の吸

収による成層圏でのオゾンの分解と再生は成層圏の重要な熱源となっており、成層圏のオゾン分

布は成層圏の気象や大気循環に影響を及ぼす。また成層圏オゾンの放射を介した大気場への影響
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